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エディンバラ大学内に設置されている CALL Scotland 
を視察しました．スコットランド政府から資金を受けて，
1983年から活動おり，スコットランドの障害のある子ど
も達の教育を支援技術という切り口で支え続けています．
エンジニアやSLT(Speech and Language Thera-
pist)など10名の専門スタッフで運営され，障害のある子
どもたちの学習や入試を支えるシステムの開発や研修，直
接支援をしています．規模は違うものの運営形態が当セン
ターと類似しており，今後の活動に参考になる視察となり
ました．

専門職向けに実施している支援技術研修
2019年度は65回、2015年から累計は27９回、
支援技術を医療や教育の現場に届けます。

設立当初から行っている個別支援
個人宅や病院、学校を訪問し、
支援技術の提案をしています。

海外視察

研修事業 個別支援事業・視察

当センターが持つ支援技術の情報を医師や
リハ専門職向けに伝える研修事業を継続的
に行っています．難病ITコミュニケーション支
援講座（主催：NPO法人難病相談支援セン
ター）では仮想症例を使った実践的な支援技
術講座を実施しました．新潟ロービジョンケ
ア研究会では開業医も含む眼科関係者に向
けてスマートホンやタブレットを活用した
ロービジョンケアについて講演を行いまし
た．作業療法士会，言語聴覚士会と共催して
いる講座も継続中です．

在宅療養しているALS（筋萎縮性側索硬化
症）やMSA（多系統萎縮症）の方のコミュニ
ケーション支援として，重度障害者用意思伝
達装置やその操作デバイスを提案していま
す．また病院の外来診察や外来リハビリを訪
問して支援技術の提案や情報提供を行う「中
間型アウトリーチ」支援を行っています．移動
に困難がある肢体不自由や視覚障害のケー
スで好評です．
定例（月一回）訪問している特別支援学校が

教育機関における支援技術は学ぶ機会を確
保する大切な要素です．一般校，特別支援学
校などで研修や機器展示を行っています．支
援技術に関する基本的な知識から最新情報
まで幅広く紹介しています．簡単な支援技術
を自作して教材にするワークショップも継続
して開催しています．
また，今年度はZoomを使用したWebinar
(インターネットを介したオンラインのセミ
ナー)を初めて実施しました．Webinarは研
修事業拡大のため今後も拡大する予定です．

医療機関向け 教育機関向け

医療現場で最新の支援技術に出会える環境づくり
学ぶ手段として支援技術が選べる環境づくり
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医療機関と連携した「中間型アウトリーチ」の拡大
教育におけるICT活用と連動した支援技術活用の推進

4校あります．教育分野におけるICT活用が
進む中，障害のある子どもの教育でもICT機
器活用のニーズが高まっています．障害特性
に応じた教材の準備やノートテイク方法の提
案，重度重複障害のある子ども向けの教材制
作のアドバイスを行っています．
個別支援事業は研修事業の基礎となるノウ
ハウを蓄積する重要な実践の場です．次年度
も引き続き充実させていく予定です．


